
佐呂間別川水系 減災に関する取組方針

（H30年取組状況、R1以降取組内容）
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A

B1

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

■情報伝達、
避難計画等に
関する事項

イ）　避難勧
告等の発令
対象区域、避
難判断基準
等の確認

佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

北見市
・網走開建遠軽開発事務所長、振興局（副
局長・出張所長）、関係自治体首長とのホッ
トラインが構築済み。

・引き続きホットラインを運用

・振興局（副局長・出張所長）は、関係自治
体首長へ情報伝達（ホットライン）を実施して
いる。
また、河川水位の情報を川の防災情報等で
住民に情報提供している。

・網走開建遠軽開発事務所長、振興局（副
局長・出張所長）、関係自治体首長とのホッ
トラインが構築済み。

・網走開建遠軽開発事務所長、振興局（副
局長・出張所長）、関係自治体首長とのホッ
トラインが構築済み。

ア）　洪水時
における河川
管理者から
の情報提供
等
（内容及びタ
イミングの確
認）

R3年度ま
でに実施

振興局

佐呂間町

湧別町

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3

・引き続きホットラインを運用 ・引き続きホットラインを運用

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）

・引き続きホットラインを運用

・引き続きホットラインを運用

・引き続きホットラインを運用 ・引き続きホットラインを運用

R3年度ま
でに実施

振興局 ・水位周知河川を公表済。
・避難勧告の基準となる河川の水位等につ
いて、必要に応じ関係機関と協議・検討を
行った。

・必要に応じてマニュアルの検証・見直しを
行う予定。

課題
番号

①河川管理者と市
町村長等に河川の
情報を伝達する
ホットラインの構築
状況

①「避難勧告等に
関するガイドライ
ン」（H29.1月内閣
府）を参考とした避
難勧告等の発令
対象区域、発令判
断基準等の確認

・避難勧告の基準となる河川の水位等につ
いて、必要に応じ関係機関と協議・検討を行
う。

細目

・引き続きホットラインを運用

湧別町
・避難勧告等の判断・伝達マニュアル（水害
編）の検証・見直しを行った。

・浸水想定区域の見直しに伴い、地域防災
計画及び水防計画の改訂を行った。

・必要に応じてマニュアルの検証・見直しを
行う予定。

佐呂間町
・佐呂間別川のみ、洪水を対象とした避難
勧告等の発令区域、基準を設定している。

・マニュアルの検証・見直しを行わなかった。

北見市
・新たな洪水浸水想定に基づく地域防災計
画の見直しを検討した。

・新たな洪水浸水想定に基づく地域防災計
画の見直しを検討した。

・新たな洪水浸水想定に基づく地域防災計
画の見直しを行う。
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3
大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料‐3

B2

イ）　避難勧
告等の発令
対象区域、避
難判断基準
等の確認

①情報伝達、
避難計画等に
関する事項

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

R3年度ま
でに実施

北海道警
察及び遠
軽警察署

タイムライン見直しを検討。
・構成市町と訓練を実施し、必要に応じ、タ
イムライン見直しを行っていく。

遠軽消防

北見市
・構成市町と連携しタイムラインの試行運用
を図りながら見直しを検討。

・構成市町と訓練を実施する機会がなかっ
た。

・構成市町との幹事会、協議会等を通じ情
報共有を行う。

・構成市町と訓練を実施し、必要に応じ、タ
イムライン見直しを行っていく。

・構成市町と協議し、タイムラインの作成を
行う機会がなかった。

・構成市町と協議し、タイムラインの作成を
検討。

・構成市町と協議し、タイムラインの作成を
行っていく。

・構成市町と協議し、タイムラインの作成を
行っていく。

・タイムライン（試行運用）見直しを検討。

・水位周知河川について、構成市町と協議
し、必要に応じてタイムラインを見直す。

・構成市町と訓練を実施し、必要に応じ、タ
イムライン見直しを行っていく。

・平成30年12月から運用開始されたタイムラ
インを活用した取り組みを検討した。

・平成30年12月から運用開始されたタイムラ
インを活用する。

・水位周知河川について、構成市町と協議
し、タイムラインの作成を行った。
（佐呂間別川、芭露川にて試行運用開始）

湧別町
・芭露川のタイムラインについて検討し関係
機関と調整中。

佐呂間町

自衛隊
構成市町と訓練を実施し、必要に応じて、タ
イムライン見直しを行っていく。

・佐呂間別川、芭露川については、幹事会
で提示し各機関の意見を照会中。

振興局

北見消防

・佐呂間別川のタイムラインについて検討
し・関係機関と調整中。

・タイムラインを活用して実施する防災訓練
について、必要に応じて助言する。

気象台
・タイムラインを活用して実施する防災訓練
について等の依頼はなかった。

②水害対応タイム
ラインの作成状
況、運用状況を記
載
※協議会資料を適
宜修正
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3
大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料‐3

完

C1

C2

D1

エ）　ICTを活
用した住民等
へ適切かつ
確実に情報
伝達する体
制や方法の
改善・充実

①情報伝達、
避難計画等に
関する事項

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

北見市

・国管理区間では、ホームページで、河川水
位やCCTVカメラ等のリアルタイム情報提供
を実施している。

・HPや出前講座等で広報活動を行った。

・洪水氾濫危険区域図を関係市町に提供。

・水位周知河川の追加等については、必要
に応じ、関係機関と協議・検討を行う。

・水位周知河川の追加等については、必要
に応じ、関係機関と協議・検討を行った。

・水位周知河川の追加等については、必要
に応じ、関係機関と協議・検討を行う。

・水位周知河川以外においては、平成29年
度より洪水氾濫危険区域図を作成。

佐呂間町

振興局

R3年度ま
でに実施

湧別町

北見市

・水位周知河川の追加等について、関係機
関と協議・検討を行った。

・水位周知河川の追加等については、必要
に応じ、関係機関と協議・検討を行う。

振興局
・佐呂間別川水系では佐呂間別川と芭露川
が水位周知河川の対象。

・水位周知河川の追加等については、必要
に応じ、関係機関と協議・検討を行った。
（湧別川水系、渚滑川水系）

・水位周知河川の追加等については、必要
に応じ、関係機関と協議・検討を行う。

②「地域の水害危
険性の周知に関す
るガイドライン」
（H29.3月国交省）
を参考に、簡易な
方法による水害危
険性の周知を行う
河川及び当該河
川における情報提
供方法の検討調
整状況

佐呂間町

・湧別川水系中土場川に危機管理型水位計
が設置された。

・CCTVカメラ設置について、関係機関と協
議・検討行う。

R3年度ま
でに実施

①水位周知河川
の検討・調整

ウ）　水害危
険性（浸水想
定及び河川
水位等の情
報）の周知

R3年度ま
でに実施

網走開建

湧別町

・HPや出前講座等で広報活動を行う。

振興局
・水位計は永代、中佐呂間、芭露の3地点に
設置済。

・H30年に設置した水位計はなかった。

・水害危険性などから早急に配置が必要な
河川について、危機管理型水位計をR1から
順次設置予定。
N=6基設置予定（佐呂間別川ほか）

①「川の防災情
報」等、河川水位
やＣＣＴＶカメラ等
のリアルタイム情
報等の周知方法に
ついて検討調整

湧別町
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3
大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料‐3

D2

E

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

エ）　ICTを活
用した住民等
へ適切かつ
確実に情報
伝達する体
制や方法の
改善・充実

・引き続き、避難行動要支援者名簿の作
成。
・避難支援等関係者への名簿情報の提供。

・水害危険性などから早急に配置が必要な
河川について、危機管理型水位計をR1に設
置。

・引き続き自主防災組織の結成促進やメー
ル配信サービスの利用促進(登録制)を図
る。
・避難支援等関係者への名簿情報の提供。
・自治会や自主防災組織に対する研修会を
継続して実施予定。

・引き続き、避難行動要支援者名簿の作
成。
・避難支援等関係者への名簿情報の提供。

・引き続き自主防災組織の結成促進やメー
ル配信サービスの利用促進(登録制)を図
る。
・避難支援等関係者への名簿情報の提供。
・自治会や自主防災組織に対する研修会実
施は無かった。

・水害危険性などから早急に配置が必要な
河川について、危機管理型水位計の設置を
検討。

北見消防

佐呂間町

・隣接自治体における避難場所の把握。

・隣接自治体における避難場所の把握。

・消防団員に対し河川等の警戒情報をメー
ル配信。

・消防団員に対し河川等の警戒情報をメー
ル配信。

・サポートメール（登録制）による緊急防災情
報配信及び利用促進。
・避難行動要支援者名簿の作成。

・サポートメール（登録制）による緊急防災情
報配信及び利用促進。
・避難行動要支援者名簿の作成。
・地域の支援体制づくりについて住民への
説明会を実施。

・気象警報、注意報、河川水位、水防警報
等の情報をホームページや報道機関等の
協力を得てテレビ、ラジオ等を通じて伝達し
ている。

振興局

H29出水期から新たなステージに対応した
防災気象情報の改善の運用を開始。

気象台

・引き続き自主防災組織の結成促進やメー
ル配信サービスの利用促進(登録制)を図っ
た。
・自治会や自主防災組織に対する研修会を
継続して実施した。
・湧別町避難行動要支援者避難支援プラン
（H30.4策定）に基づく地域による避難支援
体制を整備した。

北見市

R3年度ま
でに実施

遠軽消防

・構成町の避難所開設情報等の収集と防災
担当との連絡体制の確認。
・避難情報、警報を消防職・団員へ伝達する
ため、順次指令システムを活用した情報伝
達の活用。

・サポートメール（登録制）による緊急防災情
報配信及び利用促進。
・自治会連絡網、個別電話連絡及びFAXも
含めた様々な情報伝達手段の活用。
・自治会で自主防災組織の先例地(石狩市)
調査を実施。
・自治会や自主防災組織に対する研修会を
2月に実施。

湧別町

完

・引き続き自主防災組織の結成促進やメー
ル配信サービスの利用促進(登録制)を図
る。
・自治会や自主防災組織に対する研修会を
継続して実施予定。
・湧別町避難行動要支援者避難支援プラン
（H30.4策定）に基づき整備した名簿の更
新。

・構成町の避難所開設情報等の収集と防災
担当との連絡体制の確認。
・避難情報、警報を消防職・団員へ伝達する
ため、順次指令システムを活用した情報伝
達の活用。

・構成町の避難所開設情報等の収集と防災
担当との連絡体制の確認。
・避難情報、警報を消防職・団員へ伝達する
ため、順次指令システムを活用した情報伝
達の活用。

・R3までに隣接する自治体と広域避難計画
を検討する。

・消防団員に対し河川等の警戒情報をメー
ル配信。

②緊急速報メール
の活用等、住民等
に対する洪水情報
や避難情報等の
適切かつ確実な伝
達体制・方法につ
いて検討・調整

佐呂間町
・R3までに隣接する自治体と広域避難計画
を検討する。

・R3までに隣接する自治体と広域避難計画
を検討する。

・隣接市町と具体的な検討・調整は行わな
かった。

北見市
・R3までに隣接する自治体と広域避難計画
を検討する。

・R3までに隣接する自治体と広域避難計画
を検討する。

北見消防 ・隣接自治体における避難場所の把握。

R3年度ま
でに実施

オ）　隣接市
町村への広
域避難体制
の構築

遠軽消防 ・隣接自治体における避難場所の把握。

湧別町

①情報伝達、
避難計画等に
関する事項

①各市町村内の
避難場所だけで避
難者を収容できな
い場合等は、隣接
市町村等における
避難場所の設定
や連絡体制等につ
いて検討・調整す
る
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3
大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料‐3

F1

F2

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

①情報伝達、
避難計画等に
関する事項

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練の社会
福祉施設等への支援・協力について内部検
討した。

・関係市町が主催する訓練等に協力する機
会がなかった。

・必要に応じ、関係市町が主催する訓練等
があれば協力する。

北見消防

湧別町

北見市

・洪水浸水想定区域内における要配慮者利
用施設位置図を提示。

・平成29年度、洪水浸水想定区域内におけ
る要配慮者利用施設位置図を提示。

・避難確保計画又は浸水防止計画の作成を
行う施設の所有者又は管理者からの作成
支援要請はなかった。

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練につい
て、社会福祉施設等への支援・協力につい
て内部検討したが、具体的な調整等は行わ
なかった。

・要配慮者利用施設が、消防法第8条に定
める消防計画の作成が必要な施設である場
合は、消防計画を作成している。

・関係市町が主催する訓練等に協力する機
会がなかった。。

・要配慮者利用施設が、消防法第8条に定
める消防計画の作成が必要な施設である場
合は、消防計画を作成している。

・関係市町が主催する訓練等に協力する機
会がなかった。

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練の実施
検討。

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練の実施
検討。

佐呂間町

振興局

・振興局や自治体と連携し、水害・土砂災害
時の避難行動について理解を深めてもらう
よう、HPで広報活動を実施。

・振興局や自治体と連携し、水害・土砂災害
時の避難行動について理解を深めてもらう
よう、HPや出前講座等で広報活動を実施。

・平成29年5月10日に紋別市で遠軽・紋別地
区における要配慮者施設への説明会を実
施し、適切な避難行動への理解について説
明。

網走開建

カ）　要配慮
者利用施設
等における避
難計画等の
作成・訓練に
対する支援

R3年度ま
でに実施

・必要に応じ引き続き支援を実施していく予
定。

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練につい
て施設への支援・協力を行う。

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練につい
て、施設への支援・協力を検討。

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練を行う。

北見消防

北海道警
察及び遠
軽警察署

・必要に応じ、関係市町が主催する訓練等
に協力する。

・必要に応じ引き続き支援を実施していく予
定。

・要配慮者利用施設の避難確保計画の把
握。
・訓練実施状況の把握。

・要配慮者利用施設の避難確保計画の把
握。
・訓練実施状況の把握。

・避難確保計画又は浸水防止計画の作成を
行う施設の所有者又は管理者に対し、必要
に応じて作成の支援を実施。

・避難確保計画又は浸水防止計画の作成を
行う施設の所有者又は管理者からの作成
支援要請はなかった。

・必要に応じ、関係市町が主催する訓練等
があれあば協力する。

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

①情報伝達、
避難計画等に
関する事項

カ）　要配慮
者利用施設
等における避
難計画等の
作成・訓練に
対する支援

R3年度ま
でに実施

網走開建

・平成29年5月10日に紋別市で遠軽・紋別地
区における要配慮者施設への説明会を実
施し、適切な避難行動への理解について説
明。

湧別町

遠軽消防

振興局

佐呂間町

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練の実施
検討。
・上記実施に合わせて適宜調整。

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練の実施
検討。
・上記実施に合わせて適宜調整する。

北見市
・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練につい
て施設への支援・協力を検討。

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練を行う。
・上記実施に合わせて適宜調整する。

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練につい
て施設への支援・協力を行う。
・上記実施に合わせて適宜調整する。

①市町村地域防
災計画に定められ
た要配慮者利用施
設の避難確保計
画及び地下街等
の避難確保・浸水
防止計画の作成
状況、訓練の実施
状況を確認する。

②避難確保計画
の作成や訓練の
実施状況等を踏ま
え、支援策や支援
体制等について検
討・調整する

遠軽消防
・要配慮者利用施設が、消防法第8条に定
める消防計画の作成が必要な施設である場
合は、消防計画を作成している。

・要配慮者利用施設の避難確保計画の把
握と訓練実施状況の把握を予定していた
が、要配慮者利用施設の指定状況について
構成市町の状況の把握に至っていない。

・要配慮者利用施設の避難確保計画の把
握。
・訓練実施状況の把握。

5



佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3
大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料‐3

G

H1

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

イ）　水害ハ
ザードマップ
の作成・改良
と周知

②平時からの
住民等への周
知・教育・訓練
に関する事項

完

H30年度に洪水・土砂災害ハザードマップを
更新した。

平成29年9月に佐呂間別川における想定最
大規模の降雨における浸水想定区域図が
道から通知されている。

完

・佐呂間別川流域（北見・留辺蘂自治区）の
洪水ハザードマップを作成した。

・H30年に作成し公表。

・R1年５月中旬から下旬にかけて、左記ハ
ザードマップを対象自治区に全戸配布し、Ｈ
Ｐに掲載予定

完

・水位周知河川における洪水浸水想定区域
図はHPのほか、浸水ナビを利用して公表。
また、その他の河川についても簡易的な手
法を用いて、洪水氾濫危険区域図を作成し
提供。

・平成29年9月より佐呂間別川と芭露川にお
いて想定最大規模の降雨による浸水想定
区域図を公表し、各市町村に通知している。

振興局

佐呂間町

北見市

完

R3年度ま
でに実施

気象台

・R1年５月中旬から下旬にかけて、左記ハ
ザードマップを対象自治区に全戸配布し、Ｈ
Ｐに掲載予定

平成29年9月に佐呂間別川における想定最
大規模の降雨における浸水想定区域図が
道から通知されている。

・佐呂間別川流域（北見・留辺蘂自治区）の
洪水ハザードマップを作成した。

完

H30年度に洪水・土砂災害ハザードマップを
更新した。

・H30年に佐呂間町HPに掲載。

平成29年9月に佐呂間別川における想定最
大規模の降雨における浸水想定区域図が
道から通知されており、湧別町のHPでも公
表している。

ア）　想定最
大規模の降
雨に係る洪
水浸水想定
区域図等の
共有 湧別町

佐呂間町
①想定最大規模
の降雨に係る洪水
浸水想定区域図
等の作成・公表を
共有する

R3年度ま
でに実施

北見市

振興局

湧別町

①想定最大規模に
係る洪水浸水想定
区域図を踏まえた
洪水ハザードマッ
プの作成・公表予
定等を共有する

・市町が作成するハザードマップ作成にあた
り助言等の依頼はなかった。

・市町が作成するハザードマップ作成にあた
り助言等の依頼はなかった。

・市町が作成するハザードマップ作成にあた
り必要に応じて助言する。

・市町が作成するハザードマップ作成にあた
り必要に応じて助言する。
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3
大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料‐3

H2

I

②平時からの
住民等への周
知・教育・訓練
に関する事項

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

イ）　水害ハ
ザードマップ
の作成・改良
と周知

湧別町

R3年度ま
でに実施

・市町からの「まるごと・まちごとハザード
マップ」の計画に係る相談はなかった。

・まるまちハザードマップの検討を行った。

・市町が「まるごと・まちごとハザードマップ」
の取組を行う場合は必要に応じて助言す
る。

・まるまちハザードマップの検討を行う。

ウ）　まるご
と・まちごとハ
ザードマップ
の促進

気象台

佐呂間町

湧別町
・引き続き、まるまちハザードマップの検討を
行う。

・まるまちハザードマップ設置検討を実施
中。

・引き続き、まるまちハザードマップの検討を
行った。

振興局
・市町が「まるごと・まちごとハザードマップ」
を検討する際の助言等の依頼はなかった。

・市町が「まるごと・まちごとハザードマップ」
を検討する場合は必要に応じて助言する。

・まるまちハザードマップの検討を行った。 ・まるまちハザードマップの検討を行う。北見市

佐呂間町

①「まるごと・まち
ごとハザードマップ
実施の手引き」
（H29.6月国交省）
を参考に、取組の
推進について検討
調整

・市町が作成するハザードマップ作成にあた
り必要に応じて助言する。

・市町が作成するハザードマップ作成にあた
り助言等の依頼はなかった。

・市町が作成するハザードマップ作成にあた
り助言等の依頼はなかった。

・市町が作成するハザードマップ作成にあた
り必要に応じて助言する。

②「水害ハザード
マップ作成の手引
き」（H28.4月国交
省）を参考に、わ
かりやすい洪水ハ
ザードマップを住
民への効果的な周
知方法を検討調整

R3年度ま
でに実施

振興局

北見市

気象台

完
・H31年3月に作成し町民に全戸配布。

・佐呂間別川流域（北見・留辺蘂自治区）の
洪水ハザードマップを作成した。

・土砂災害警戒区域等も含めた最大想定浸
水区域のハザードマップの見直しを行ってい
る。

・ハザードマップを改訂した。
・改訂版ハザードマップを町民に全戸配布す
る。

・R1年５月中旬から下旬にかけて、左記ハ
ザードマップを対象自治区に全戸配布し、Ｈ
Ｐに掲載予定
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3
大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料‐3

J
R3年度ま
でに実施

②平時からの
住民等への周
知・教育・訓練
に関する事項

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

・関係機関主催の訓練等に参画。
・引き続き関係機関主催の訓練等に参画す
る。

・引き続き各関係機関主催の訓練等に参
画。

・北見市主催の防災訓練においてパネル展
示を行った。
・湧別町主催の防災訓練に参画した。

・各関係機関主催の訓練等に参画する機会
がなかった。

・各関係機関主催の訓練等に参画。

・引き続き各関係機関主催の訓練等に参
画。
・防災への普及啓発を目的に、防災セミナー
inオホーツクを開催
・危機対策推進幹による各種訓練の企画・
立案等の支援を行う。

・引き続き各関係機関主催の訓練等に参
画。
・危機対策推進幹による各種訓練の企画・
立案等の支援を行う。

・国管理区間においては、各関係機関主催
の訓練等に参画している。

・引き続き各関係機関主催の訓練等に参
画。

・各関係機関主催の訓練等に参画。

・広報誌等による水害関連記事や情報を提
供している。
・地域住民、自治会による「北海道地域防災
マスター」の認定取得促進に努めている。

北海道警
察及び遠
軽警察

・必要に応じて各関係機関主催の訓練等に
参画していく。

・該当する訓練等はなかった。

北見市

エ）　住民、
関係機関が
連携した避難
訓練等の充
実

①各市町村等によ
る避難訓練の実施
状況や実施予定を
共有するとともに、
住民等や多様な関
係機関が連携した
避難訓練を検討調
整

振興局

気象台

自衛隊

遠軽消防

湧別町

佐呂間町

北見消防

網走開建

・各関係機関主催の訓練等に参画。

・広報誌等による水害関連記事や情報を提
供している。
・地域住民、自治会による「北海道地域防災
マスター」の認定取得促進に努めている。

　
・啓発記事や広報誌のHPへの掲載を継続。
・関係機関や民間企業を交えた総合防災訓
練の実施検討。

・引き続き関係機関主催の訓練等に参画。
・啓発記事や広報誌のHPへの掲載を継続。
・防災関係機関との避難訓練の協力・支援
する。

・引き続き総合防災訓練を実施。 ・引き続き総合防災訓練を実施。

・引き続き関係機関主催の訓練等に参画。
・啓発記事や広報誌のHPへの掲載を継続。
・防災関係機関との避難訓練の協力・支援
を行った。

・湧別町で行われた自治会・自主防災組織
を中心に学校や企業など地域が一体となっ
た避難訓練に参加。
・避難後の被災者の応急手当の普及啓発を
行った。

・関係機関や民間企業を交えた総合防災訓
練の実施。

・各関係機関主催の訓練等に参画。

・各関係機関主催の訓練等に参画。

・引き続き各関係機関主催の訓練等に参
画。【北見方面本部】
・各関係機関主催の訓練等に参画。
・浸水危険箇所の更新に合わせて、「災害
警備計画」を更新。【遠軽警察署】

・各関係機関主催の訓練等に参画。

・引き続き各関係機関主催の訓練等に参
画。【北見方面本部】
・各関係機関主催の訓練等に参画する。
・浸水危険箇所の更新に合わせて、「災害
警備計画」を更新する。【遠軽警察署】

・関係機関主催の訓練等に参画する。

・引き続き「関係機関主催の訓練等に参画。
・啓発記事や広報誌のHPへの掲載を継続。
・関係機関や民間企業を交えた総合防災訓
練の実施検討。
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3
大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料‐3

K

遠軽消防

①防災教育に関す
る指導計画作成へ
の支援など、小学
校等の先生による
防災教育の実施を
拡大する方策等に
関する取組につい
て検討調整

R3年度ま
でに実施

オ）　防災教
育の促進

②平時からの
住民等への周
知・教育・訓練
に関する事項

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

網走開建

・必要に応じ市町が行う取組について協力
する。

・市町が行う取組について協力する機会が
なかった。

・子どもや住民を対象とした出前講座の実
施。

・必要に応じ市町が行う取組について協力
する。

・引き続き出前講座を実施。 ・引き続き出前講座を実施。

・市町が行う取組について協力する機会が
なかった。

・必要に応じ市町が行う取組について協力
する。

・避難訓練、防災に関する出前講座、防災
学習等の実施により、指定緊急避難場所、
指定避難所、避難方法等の周知徹底や、避
難行動、水害リスクについて指導、啓発を実
施し、防災意識の向上を図っている。

・防災出前講座を継続して実施した。 ・防災出前講座を継続して実施する。湧別町

・出前講座、講習会や防災学習等を継続的
に実施。

・指定緊急避難場所、指定避難所、避難方
法等の周知徹底や、避難行動、水害リスク
について指導、啓発を実施し、防災意識の
向上を図っている。

・必要に応じ市町が行う取組について協力
する。

・必要に応じて防災意識の向上や河川環境
への理解を深めるため、『川の防災学習会』
を実施していく。

・関係する市町からの要請はなかった。

・必要に応じ市町が行う取組について協力
する。

・防災意識の向上や河川環境への理解を深
めるため、「川の防災学習会」を実施してい
く。

・必要に応じ市町が行う取組について協力
する。
・「Ｄｏはぐ」や、「地域防災マスター制度」を
はじめとした防災教育事業の推進を図って
いる。

・必要に応じ市町が行う取組について協力
する。

・市町が行う取組について協力する機会が
なかった。

・必要に応じ市町が行う取組について協力
する。

佐呂間町

北見市

北見消防

自衛隊

振興局

北海道警
察及び遠
軽警察

・必要に応じ市町が行う取組について協力
する。

・必要に応じ市町が行う取組について協力し
た。
・湧別町の「1日防災学校」に参画した。

・市町が行う取組について協力の依頼はな
かった。
・「１日防災学校」の実施を推進し、地域コ
ミュニティの核となる場である学校を活用し、
防災に関する教育の普及推進を図った。

気象台

・必要に応じ市町が行う取組について協力
する。
・「１日防災学校」の実施を推進し、地域コ
ミュニティの核となる場である学校を活用し、
防災に関する教育の普及推進を図る。

・出前講座、講習会や防災学習等をする機
会が無かった。

・必要に応じ市町が行う取組について協力
する。
・小中学校に対する防災教育の実施【遠軽
警察署】

・必要に応じ市町が行う取組について協力
する。
・小中学校に対する防災教育の実施【遠軽
警察署】
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3
大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料‐3

M

L1

L2

R3年度ま
でに実施

・水位計設置について、関係機関と協議・検
討を行った。

・水位計設置について、関係機関と協議・検
討を行う。

北見市

・水位計設置について、引き続き関係機関と
協議・検討を行う。

・水位計設置について、関係機関と協議・検
討を行う。
・湧別川水系中土場川に危機管理型水位計
が設置された。

・水害危険性などから早急に配置が必要な
河川について、危機管理型水位計をR1に設
置。

・水位周知河川区間以外における水位状況
把握に向けて簡易水位計の配置計画を検
討している。

・水害危険性などから早急に配置が必要な
河川について、危機管理型水位計の設置を
検討。

振興局

湧別町

北見市

R3年度ま
でに実施

振興局
・河川利用促進として、佐呂間市街地の堤
防の一部において天端舗装を実施してい
る。

・令和3年度までに重要水防区間における堤
防天端の保護箇所の検討を実施。

・令和3年度までに重要水防区間における堤
防天端の保護箇所の検討と実施。

R3年度ま
でに実施

振興局

湧別町

・監視カメラ設置について、関係市町と協
議・検討を行った。

・監視カメラ設置について、関係市町と協
議・検討を行う。

・監視カメラ設置について、引き続き関係機
関と協議・検討を行う。

・監視カメラ設置について、関係機関と協
議・検討を行った。

・監視カメラ設置について、関係機関と協
議・検討を行った。

・監視カメラ設置について、関係機関と協
議・検討を行う。

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

ア）　危機管
理水位計等
の整備

イ）　危機管
理型ハード対
策の実施

①危機管理型水
位計の配置計画を
検討調整

②河川監視用カメ
ラの配置計画を検
討調整

①危機管理型ハード対
策の概ね５年間の整備
箇所を共有
※堤防決壊の時間を引
き延ばす天端舗装

③円滑かつ迅
速な避難に資
する施設等の
整備に関する
事項
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3
大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料‐3

N

O

・小型発電機5基、投光機5基を購入、町内3
箇所の備蓄庫に配備。

・備蓄資材保管庫及び各避難所への備蓄を
継続して行った。
・出水状況及び被災状況等の把握のため、
ＵＡＶの導入と職員による操作訓練を実施し
た。
・自営排水ポンプの購入・設置した。

・備蓄資材保管庫及び各避難所への備蓄を
継続して行う。
・出水状況及び被災状況等の把握のため、
ＵＡＶの導入と職員による操作訓練を継続し
て実施予定。
・自営排水ポンプの購入・設置。

・構成機関で整備した水防資機材に関し、
実働部隊となる消防職・団員への情報共有
を図る。

・佐呂間別川水系の水防資材備蓄基地設
置について検討する。
・防災装備品を計画的に整備。

北見市

・構成機関で整備した水防資機材に関し、
実働部隊となる消防職・団員への情報共有
を図る。

・避難計画の結果によって、状況に応じて検
討。

・避難計画の結果によって、状況に応じて検
討する。

・構成機関で整備した水防資機材に関し、
実働部隊となる消防職・団員への情報共有
を図った。

・構成機関で整備した水防資機材に関し、
実働部隊となる消防職・団員への情報共有
を図った。

・年次的災害用備蓄品の整備。

・河川管理者の必要に応じて、土地の貸与
を含めた提供を調整。
・備蓄資材保管庫及び各避難所への備蓄を
継続して行った。

・河川管理者の必要に応じて、土地の貸与
を含めた提供を調整。
・備蓄資材保管庫及び各避難所への備蓄を
継続して行う。

・防災装備品を計画的に整備している。 ・防災装備品を計画的に整備した。 ・引き続き、計画的に整備予定。

・佐呂間別川水系の水防資材備蓄基地設
置について検討。

・災害用備蓄品の充実を図る。

振興局

遠軽消防

北見消防

湧別町

自衛隊

佐呂間町

R3年度ま
でに実施

・年次的災害用備蓄品の整備
・災害時の迅速な情報収集に活用する小型
無人航空機（ドローン）導入。

・災害用備蓄品の充実を図った。

R3年度ま
でに実施

湧別町
・整備予定が無いため、検討調整は行わな
かった。

・避難計画の結果によって、状況に応じて検
討する。

・避難計画の結果によって、状況に応じて検
討した。

・避難計画の結果によって、状況に応じて検
討する。

①ブロック・土砂等
の備蓄場につい
て、設置位置及び
規模等を検討調整
する

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

③円滑かつ迅
速な避難に資
する施設等の
整備に関する
事項

①避難場所、避難
経路の整備にあた
り、河川工事等の
発生土砂を有効活
用するなど検討調
整

エ）　避難場
所、避難経路
の整備

ウ）　河川防
災ステーショ
ン等の整備
※防災資材
整備

北見市

佐呂間町
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3
大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料‐3

P

Q

・該当する点検がなかった。
・関係機関で実施する共同点検があれば参
画する。

遠軽消防

①各構成員が保
有する水防資機材
の配置について共
有するとともに、水
防資機材の整備
や洪水時の相互
応援について検討
調整

①水防活動の
効率化及び水
防体制の強化
に関する事項

的確な水防
活動のため
の取組

・資料整理への協力と共有を図った。
・引き続き、資機材等の保有状況の確認と
情報共有及び点検を実施。

・資料整理への協力と共有を図る。
・引き続き、資機材等の保有状況の確認と
情報共有及び点検を実施。

・資機材等の保有状況の確認と情報共有及
び点検を実施。

ア）　重要水
防箇所の確
認

①河川整備の進
捗を踏まえて、出
水期前に重要水防
箇所の確認を行う
とともに現地にて
関係者による共同
点検等の実施につ
いて検討調整

R3年度ま
でに実施

R3年度ま
でに実施

・関係機関で実施する共同点検があれば参
画する。

・該当する点検がなかった。

・各機関が保有している情報は共有してい
る。

北見消防

・該当する点検がなかった。佐呂間町

・芭露川の土地利用を踏まえ、平成29年度
に重要水防区間を見直し追加修正した.
・重要水防箇所の確認は出水期前に実施し
ている。

・道管理河川の共同点検に向けた実施方針
について検討。
・道独自によりパトロールを実施。

・道管理河川の共同点検に向けた実施方針
について検討予定。

北見消防

・水防資機材等の保有状況（数や保管場
所）の詳細を共有。

・水防資機材等の保有状況（数や保管場
所）の詳細を共有する。

北見市

遠軽消防

・関係機関で実施する共同点検があれば参
画する。

・芭露川の重要水防箇所の点検箇所及び方
法についての内部検討を行った。

・関係機関で実施する共同点検があれば参
画する。

・該当する点検がなかった。
・関係機関で実施する共同点検があれば参
画する。

湧別町
・各機関が保有している情報は共有してい
る。

・資料整理への協力と情報共有を図った。 ・資料整理への協力と情報共有を図る。

・資料整理への協力と情報共有を図った。 ・資料整理への協力と情報共有を図る。
・各機関が保有している情報は共有してい
る。

・各機関が保有している情報は共有してい
る。

・資料整理への協力と情報共有を図った。 ・資料整理への協力と情報共有を図る。佐呂間町

・人命救助システム（水害用）の整備及び取
扱い訓練を実施。水防資機材等の保有状況
（数や保管場所）の詳細を共有。

・関係機関の保有状況（数や保管場所）を必
要に応じ更新し、情報を共有する。

・人命救助システム（水害用）の整備及び取
扱い訓練を実施。水防資機材等の保有状況
（数や保管場所）の詳細を共有する。

振興局

・各機関が保有している情報は共有してい
る。

・関係機関の保有状況（数や保管場所）を必
要に応じ更新し、情報を共有。

振興局

湧別町

イ）　水防機
材の整備等

自衛隊

北見市
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3
大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料‐3

R

・各自治体（水防管理団体）等主催の訓練
等に参画。

・各自治体（水防管理団体）等主催の訓練
等はなかった。

・引き続き各自治体（水防管理団体）等主催
の訓練等に参画する。

・各関係機関主催の訓練等に参画。
・引き続き各関係機関主催の訓練等に参
画。

振興局

・必要に応じて、関係機関の水防訓練等に
参画。

・関係機関の水防訓練等はなかった。

・各関係機関主催の訓練等はなかった。

気象台

湧別町

佐呂間町

自衛隊

北海道警
察及び遠
軽警察

北見市

遠軽消防

網走開建

・各関係機関主催の訓練等はなかった。
・引き続き各関係機関主催の訓練等に参
画。

・各関係機関主催の訓練等に参画。

・各関係機関主催の訓練等はなかった。
・引き続き各関係機関主催の訓練等に参
画。

・各関係機関主催の訓練等に参画。

・引き続き各関係機関主催の訓練等に参
画。

・引き続き各関係機関主催の訓練等に参
画。

・各関係機関主催の訓練等に参画。

・関係機関や民間企業を交えた総合防災訓
練の実施検討。

・関係機関や民間企業を交えた総合防災訓
練の実施検討。

・関係機関や民間企業を交えた総合防災訓
練の実施。

・総合防災訓練の実施に向けた内部検討を
行た。

・町内建設業協会との災害時協力体制に関
する協定締結。

・引き続き総合防災訓練を実施。

北見消防 ・各自治体等主催の訓練等に参画。
・各自治体（水防管理団体）等主催の訓練
等はなかった。

・引き続き各自治体（水防管理団体）等主催
の訓練等に参画する。

・地域や関係機関との水防訓練の共同実施
を検討。

・引き続き総合防災訓練を実施。

R3年度ま
でに実施

①多様な関係機
関、住民等の参加
等による実践的な
水防訓練について
検討調整

的確な水防
活動のため
の取組

①水防活動の
効率化及び水
防体制の強化
に関する事項

ウ）　水防訓
練の充実
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3
大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料‐3

S

T

・引き続き、水防団確保のための取組みを
実施。

・引き続き、水防団確保のための取組みを
実施する。

振興局

・ポスター掲示・リーフレット配布やＨＰを通
じ、水防活動の担い手となる消防団員の募
集を行うとともに水防協力団体の募集・指定
を行う等、水防団確保のための取組みを
行っている。

遠軽消防

佐呂間町
・遠軽地区広域組合消防本部と協力し、水
防団員（消防団員）募集に係る広報、ポス
ター掲示やパンフレット配布を実施。

・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を継続的に実
施。
・町新入職員の積極的な入団促進。

・引き続き継続実施。

湧別町

北見市

・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を継続的に実
施。
・町新入職員の積極的な入団促進。

・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を継続的に実
施。
・町新入職員の積極的な入団促進。

・遠軽地区広域組合消防本部と協力し、水
防団員（消防団員）募集に係る広報、ポス
ター掲示やパンフレット配布を実施。

・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を継続的に実
施。
・町新入職員の積極的な入団促進。

・広報誌を通じて募集情報を周知。 ・引き続き継続実施。

・ポスター掲示、募集広報、パンフレット配布
など消防団員募集に係る広報活動を関係市
町と協力して実施している。

・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を継続的に実
施。

・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を継続的に実
施。

北見消防
・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を継続的に実
施。

・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を継続的に実
施。

・分団間の連携と隣接消防団との協力体制
の構築へ向けた訓練の実施を検討。

遠軽消防 ・町水防計画の分担区域のとおり。
・分団間の連携と隣接消防団との協力体制
の構築へ向けた訓練の実施を検討。

・引き続き連携訓練等を実施。

エ）　水防に
関する広報
の充実

R3年度ま
でに実施

・各分団間において定期的に連携訓練等を
実施。
・消防団員に対し河川等の警戒情報をメー
ル配信。

・引き続き連携訓練等を実施。北見消防

・広報誌やHPに団員募集について掲載。
・事業所に団員募集ポスターやリーフレット
を配布し入団促進の実施。

的確な水防
活動のため
の取組

①水防活動の
効率化及び水
防体制の強化
に関する事項

オ）　水防団
間での連携、
協力に関す
る検討

R3年度ま
でに実施

①各水防団の分団等
の配置、管轄区域等を
共有し、洪水時の水防
団間の連携・協力につ
いて検討調整

①各構成員の水
防に関する広報の
取組状況や取組
予定等を共有し、
先進事例を踏まえ
た広報の充実につ
いて検討調整
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3
大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料‐3

U

V

・災害拠点病院との連絡体制の構築を検
討。

・災害拠点病院と災害対応訓練を通じて連
絡体制の構築を検討。

遠軽消防

・災害拠点病院との連絡体制の構築を検
討。

・災害拠点病院との連絡体制の構築を検
討。

・アナログ以外の防災行政無線の整備を検
討した。

・アナログ以外の防災行政無線の整備を検
討する。

・施設管理者と検討調整する機会がなかっ
た。

・施設管理者と検討調整。 ・施設管理者と検討調整する。

・施設管理者と検討調整する。湧別町

佐呂間町

ア）　災害拠
点病院等の
施設管理者
への情報伝
達の充実

R3年度ま
でに実施

・平成30年度に実施した防災行政無線更新
（デジタル化H34.11末まで）の基本設計に基
づき実施設計を予定。
・防災拠点施設における自家発電機等の改
良を実施予定。
・防災拠点代替施設の指定を含む業務継続
計画（ＢＣＰ）策定を引き続き検討する。

・防災行政無線更新（デジタル化H34.11末ま
で）
・防災拠点施設における自家発電機等の改
良検討。

・防災行政無線更新（デジタル化H34.11末ま
で）に向けた基本設計を行った。
・防災拠点施設における自家発電機等の改
良検討を行った。
・防災拠点代替施設の指定を含む業務継続
計画（ＢＣＰ）策定を検討した。
・施設統廃合ワーキング・グループの設置し
た。

・防災行政無線更新（デジタル化H34.11末ま
で）
・防災拠点施設における自家発電機等の改
良検討。

R3年度ま
でに実施

佐呂間町

湧別町

北見市

・防災行政無線更新（デジタル化H34.11末ま
で）について平成30年度は引き続き検討を
行った。
・防災拠点施設における自家発電機等の改
良検討を引き続き行った。
・防災拠点代替施設の指定を含む業務継続
計画（ＢＣＰ）を策定。

・防災行政無線更新（デジタル化H34.11末ま
で）を令和元年以降整備予定。
・防災拠点施設における自家発電機等の改
良検討を引き続き行う。

・非常用電源更新時に対策を検討。 ・非常用電源更新時に対策を検討。

的確な水防
活動のため
の取組

②市町村庁舎
や災害拠点病
院等の自衛水
防の推進に関
する事項

①市町村庁舎等に
おける洪水時に想
定される浸水被害
を確認し、適切に
機能を確保するた
めに必要な対策
（耐水化、非常用
電源等の整備等）
について検討調整

①洪水浸水想定
区域内における災
害拠点病院等の
立地状況を確認
し、施設管理者等
に対する洪水時の
確実な情報伝達の
方法について検討
調整

北見消防

遠軽消防

イ）　洪水時
の市町村庁
舎等における
機能確保の
対策の充実

15



佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3
大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料‐3

W

X

R3年度ま
でに実施

・関係市町や開発建設部と協力し浸水箇所
の排水作業を行っている。

・情報共有を行う。
・必要な資機材の配備検討を行う。
・関係機関で実施する排水訓練等があれば
参画する。

・情報の共有を図る ・情報の共有を図る。 ・情報の共有を図る。

・情報共有を行った。
・必要な資機材の配備検討を行った。

・情報共有を行う。
・必要な資機材の配備検討を行う。
・関係機関で実施する排水訓練等があれば
参画する。

自衛隊

・佐呂間別川、仁倉川、小野の沢川、芭露
川において河川整備を実施している。
・河川機能確保のための計画的な河道掘削
や樹木伐採等の維持管理を実施している。

・引き続き河川改修事業を促進し、越水・溢
水リスクを低減させる整備を行った。
（佐呂間別川、仁倉川、小野の沢川、芭露
川にて河川整備）

・引き続き河川改修事業を促進し、越水・溢
水リスクを低減させる整備を行う。

・情報共有を行う。
・必要な資機材の配備検討を行う。
・関係機関で実施する排水訓練等に参画し
なかった。

・人事異動に伴う連絡体制の再確認と情報
共有を行った。
・消防車両整備計画に基づき、消防署佐呂
間出張所配備の消防ポンプ自動車を更新
配備した。
・排水ポンプ車を使用した災害対策機械訓
練に参画した。

・情報共有を行う。
・必要な資機材の配備検討を行う。
・関係機関で実施する排水訓練等があれば
参画する。

・協定を締結している町内の建設業協会や
消防の協力及び網走開発建設部への応援
要請等による浸水の排水作業を行ってい
る。

・情報共有を行った。
・必要な資機材の配備検討を行った。
・排水用水中ポンプ3基（8インチ11ｋｗ）を整
備した。

・情報共有を行う。
・必要な資機材の配備検討を行う。
・排水用水中ポンプ3基（8インチ11ｋｗ）を追
加整備予定。
・関係機関で実施する排水訓練等があれば
参画する。

・必要な資機材の配備検討を行っている。

・情報共有を行う。
・必要な資機材の配備検討を行う。
・関係機関で実施する排水訓練等があれば
参画する。

・過去の内水被害箇所を共有し排水作業に
必要なスペース確保を検討。
・排水活動を行うスペースの整備検討。
・関係機関で実施する排水訓練等に参画。

・過去の内水被害箇所を共有し排水作業に
必要なスペース確保を検討する。
・排水活動を行うスペースの整備検討。
・関係機関で実施する排水訓練等があれば
参画する。

佐呂間町

湧別町

北見市

北見消防

振興局
R3年度ま
でに実施

・情報共有を行った。
・必要な資機材の配備検討を行った。

遠軽消防

振興局

流域外の関係機関を含め、排水訓練を幅広
に案内し継続的に実施した。

流域外の関係機関を含め、幅広に案内し排
水訓練を継続的に実施。

網走開建

・排水ポンプ車をはじめ、その他照明車など
排水に必要な災害対策車両を全道各地に
配備している。
・排水訓練を北見地区、美幌地区、湧別地
区で実施。

イ）　洪水を未然
に防ぐ対策
※河川改修や維
持対応等のハー
ド対策

①河川管理者による
ハード整備や河道の
維持管理状況につい
て情報共有する

氾濫水の排
水、浸水被
害軽減に関
する取組

①氾濫水の排
水、施設運用
等に関する事
項

ア）　排水施
設、排水資機
材の運用方
法の改善及
び排水施設
の整備等

①洪水浸水想定
区域内における排
水施設、排水資機
材の配置、運用方
法等に係る情報を
共有し、洪水時の
排水施設等の管
理者間の連絡体
制を構築するとと
もに、洪水時に円
滑かつ迅速な排水
を行うための排水
施設等の運用方
法について検討・
調整する
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
H29年の取り組み状況 H30年の取り組み内容 R1年以降の取り組み内容

R3
大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料‐3

Y

Z

・ＵＴＭグリット図を使用した訓練等あれば支
援を行う。

・ＵＴＭグリット図を使用した訓練等はなかっ
た。

・ＵＴＭグリット図を使用した訓練等あれば支
援を行う。

自衛隊
①その他その他

・災害時協定先との運営訓練の実施。 ・災害時協定先との運営訓練の実施予定。

ア）　災害時
及び災害復
旧に関する
支援強化

・国土交通省国土交通大学校や北海道開
発局研修室が実施する研修には自治体職
員の受入や聴講が可能。
・網走開発建設部管内の自治体へ北海道
開発局職員による防災に関する出前講座の
実績有り

・災害時協定先との運営訓練の実施。

・災害時協定先との運営訓練の機会がな
かった。

・災害発生市町村に対し、必要に応じて、リ
エゾンの派遣を行っている。

・災害時協定先との運営訓練の実施予定。佐呂間町

振興局

・必要に応じ、自治体職員受入可能な研修
メニューを紹介。
・網走開発建設部広報官への連絡調整によ
り必要に応じて出前講座を実施。

・出前講座要請はなかった。

・国の研修・訓練に参加する機会がなかっ
た。
・危機対策推進幹による市町への各種業務
支援を行った。

・国の研修・訓練があれば参加する。
・危機対策推進幹による市町への各種業務
支援を行う。

網走開建

R3年度ま
でに実施

北見市

R3年度ま
でに実施

網走開建
・「防災情報共有システム」への接続により、
国管理河川や国道等の状況把握が可能。

・光ケーブルの接続支援要請はなかった。
・引き続き、情報共有を行った。

・光ケーブルの接続は自治体負担となる
が、必要に応じて接続支援を実施
・引き続き、情報共有を行う。

・防災関係機関が連携し、災害対応を行う
際の共通地図として、北海道防災地図を整
備中。防災拠点や避難所、病院などを記載
予定。

・北海道防災地図を利用しての運用はR1以
降を予定。

・北海道防災地図の体制が整い次第運用予
定。振興局

①各構成員における災
害情報の共有体制を強
化するため、共有すべ
き災害情報や当該情報
の共有方策等について
検討調整

①国が実施する研
修、訓練への地方
公共団体の参画な
ど、災害対応にあ
たる人材を育成す
るための方策や、
地方公共団体間
の相互支援体制
の強化を図るため
の方策について検
討調整

その他 ①その他
イ）　災害情
報の共有体
制の強化
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Ｈ30年度における

佐呂間別川水系 減災に関する取組み状況

（フォローアップ）

資料‐3

１



①情報伝達、避難計画等に関する事項
ア）洪水時における河川管理者からの情報提供等（内容及びタイミングの確認）
イ）避難勧告等の発令対策区域、避難判断基準等の確認

①ホットライン等を活用した情報伝達の構築及び運用状況
【令和3年度までに実施：振興局,佐呂間町,湧別町,北見市】
②避難勧告等の発令対象区域及び発令判断基準等の確認マニュアルの検証・見直し
【令和3年度までに実施：振興局,佐呂間町,湧別町,北見市】

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～1)円滑かつ迅速な避難のための取組～

2

課題対応：Ａ,Ｂ１

①【平成29年度から実施：振興局,佐呂間町,湧別町,北見市】

【振興局、佐呂間町、湧別町、北見市】
振興局（副局長、出張所長）と関係自治体の
ホットラインは構築済み。
平成30年度においても、引き続きホットラインの
運用を行った。

②【平成29年度から実施：振興局,佐呂間町,湧別町,北見市】

【振興局】
避難勧告の基準となる河川の水位等について、
関係機関と協議・検討を実施。

【湧別町】
浸水想定区域図の見直しに伴い、 地域
防災計画 及び水防計画の改訂を行った。

【北見市】
新たな洪水浸水想定に基づく地域防災
計画の見直しを検討した。

ホットラインのイメージ



①情報伝達、避難計画等に関する事項
イ）避難勧告等の発令対策区域、避難判断基準等の確認

ウ）水害危険性（浸水想定及び河川水位等の情報）の周知

①水害対応タイムラインの作成状況及び運用状況
【令和3年度までに実施：気象台,振興局,自衛隊,北海道警察,佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】
②水位周知河川の検討・調整
【令和3年度までに実施：振興局,佐呂間町,湧別町,北見市】

3

課題対応：Ｂ２，Ｃ１

【振興局】
水位周知河川について、構成市町と協議し、タイムラインの作成を
行った。（佐呂間別川、芭露川にて試行運用開始）

【北海道警察及び遠軽警察署、佐呂間町】
タイムライン見直しを検討。

【北見市】
構成市町と連携し、タイムライン見直し
を検討。

【湧別町】
運用開始されたタイムラインを活用した
取り組みを検討した。

【北見消防】
構成市町と協議しタイムラインの作成を検討した。

①【平成29年度から実施：振興局,自衛隊,佐呂間町】

【平成30年度から実施：気象台,北海道警察・遠軽警察署,湧別町,
北見市,遠軽消防,北見消防】

②【平成29年度から実施：振興局】

【平成30年度から実施：佐呂間町,湧別町,北見市】

【振興局】
水位周知河川の追加等については、
必要に応じ、関係機関と協議・検討を行った。
（湧別川水系、渚滑川水系）

【湧別町、北見市】
水位周知河川の追加等について、
関係機関と協議・検討を行った。

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～1)円滑かつ迅速な避難のための取組～



①情報伝達、避難計画等に関する事項
ウ）水害危険性（浸水想定及び河川水位等の情報）の周知
エ）ICTを活用した住民等へ適切かつ確実に情報伝達する体制や方法の改善・充実

①簡易な方法による水害危険性の周知及び情報提供方法の検討調整状況
【令和3年度までに実施：振興局】
②河川水位やＣＣＴＶカメラ等のリアルタイム情報等の周知方法について検討調整
【令和3年度までに実施：網走開建,振興局, 湧別町】

4

課題対応：Ｃ２,Ｄ１

①【平成29年度から実施：振興局】

【平成30年度から実施：佐呂間町,湧別町,北見市】

【振興局】
洪水氾濫危険区域図を関係市町に提供した。

② 【平成29年度から実施：網走開建,振興局】

【平成30年度から実施：湧別町】

【網走開建】
HPや出前講座等で広報活動を行った。

【湧別町】
湧別川水系中土場川に危険管理型水位計が
設置された。

【洪水氾濫危険区域図】仁倉川 【洪水氾濫危険区域図】小野の沢川

危機管理型水位計（湧別川水系中土場川）

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～1)円滑かつ迅速な避難のための取組～



①情報伝達、避難計画等に関する事項
エ）ICTを活用した住民等へ適切かつ確実に情報伝達する体制や方法の
改善・充実

①住民等に対する洪水情報や避難情報等の適切かつ確実な伝達体制・方法について検討・調整
【令和3年度までに実施：振興局,気象台,佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】

5

課題対応：Ｄ２

【振興局】
水害危険性などから早急に配置が必要な河川について、危機管理型水位計の設置を検討。
【佐呂間町、北見市】
自主防災組織の結成促進やメール配信サービスの利用促進（登録制）を図った。
避難支援等関係者への名簿情報の提供
【湧別町】
自主防災組織の結成促進やメール配信サービスの利用促進（登録制）を図った。
自治会や自主防災組織に対する研修会の継続的な実施。
湧別町避難行動要支援者避難支援プランに基づく避難支援体制を整備した。

① 【平成29年度から実施：振興局,気象台,佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】

【遠軽消防】
構成町の避難所開設情報等の収集と防災担当との連絡体制の確認。
順次指令システムを活用した情報伝達の活用。
【北見消防】
消防団員に警戒情報をメール配信。

災害図上訓練（信部内自治会） 災害図上訓練（芭露自治会）

遠軽消防順次指令システム

佐呂間町メール配信サービス

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～1)円滑かつ迅速な避難のための取組～



①情報伝達、避難計画等に関する事項
オ）隣接市町村への広域避難体制の構築
カ）要配慮者利用施設等における避難計画等の作成・訓練に対する支援

①隣接市町村等における避難場所の設定や連絡体制等についての検討・調整
【令和3年度までに実施：佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】
②要配慮者利用施設の避難確保計画及び避難確保・浸水防止計画の作成状況、訓練の実施状況
【令和3年度までに実施：網走開建,振興局,北海道警察,佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】

6

課題対応：Ｅ,Ｆ1

【佐呂間町、北見市】
R03までに隣接する自治体と広域避難計画
を検討。

【遠軽消防、北見消防】
隣接自治体における避難場所の把握。

① 【平成30年度から実施：佐呂間町,
湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】

② 【平成29年度から実施：網走開建,振興局】

【平成30年度から実施：北海道警察・遠軽警察署,
佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】

【網走開建】
振興局や自治体と連携し、水害・土砂災害時の避難行動について理解を
深めてもらうよう、HPで広報活動。

【振興局】
洪水浸水想定区域内における要配慮者
利用施設位置図を提示。

【北海道警察及び遠軽警察署】
要配慮者利用施設の避難確保計画の把握。
訓練実施状況の把握。

【佐呂間町、北見市】
R03までに、想定最大規模の洪水時における
避難確保計画の作成や避難訓練の実施検討。

【湧別町】
R03までに、想定最大規模の洪水時における
避難確保計画の作成や避難訓練について、
社会福祉施設等への支援・協力について内部検討した。

■要配慮者利用施設位置図

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～1)円滑かつ迅速な避難のための取組～



①情報伝達、避難計画等に関する事項
カ）要配慮者利用施設等における避難計画等の作成・訓練に対する支援

①避難確保計画の作成や訓練の実施状況等を踏まえた支援策や支援体制等についての検討・調整
【令和3年度までに実施：網走開建,振興局,佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】

7

課題対応：Ｆ２

① 【平成29年度から実施：網走開建,遠軽消防,北見消防】
【平成30年度から実施：振興局,佐呂間町,湧別町,北見市】

【佐呂間町】
R03までに、想定最大規模の洪水時における避難確保計画の作成や避難訓練の実施検討。
上記実施に合わせて適宜調整。

【湧別町】
R03までに、想定最大規模の洪水時における避難確保計画の作成や避難訓練について、社会福祉施設
等への支援・協力について内部検討したが具体的な調整等までは行わなかった。

【北見市】
R03までに、想定最大規模の洪水時における避難確保計画の作成や避難訓練について施設への支援・
協力を検討。

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～1)円滑かつ迅速な避難のための取組～



②平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項
ア）想定最大規模の降雨に係る洪水浸水想定区域図等の共有

①想定最大規模の降雨に係る洪水浸水想定区域図等の作成及び公表の共有
【令和3年度までに実施：振興局,佐呂間町,湧別町,北見市】

8

課題対応： Ｇ

① 【平成29年度から実施：振興局,佐呂間町,湧別町,北見市】

【振興局】
水位周知河川における洪水浸水想定区域図はHPのほか、
浸水ナビを利用して公表。
その他の河川についても簡易的な手法を用いて、洪水氾
濫危険区域図を作成し提供。
【佐呂間町】
H30年に佐呂間町HPに掲載。
【湧別町】
H30年度に洪水・土砂災害ハザードマップを更新した。
【北見市】
佐呂間別川流域（北見・留辺蘂自治区）の
洪水ハザードマップを作成した。

■湧別町 ハザードマップ（芭露川）

■佐呂間町 ハザードマップ（佐呂間別川）

■北見市 ハザードマップ（佐呂間別川）洪水危険区域図（仁倉川）浸水ナビ画面（佐呂間別川）

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～1)円滑かつ迅速な避難のための取組～



②平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項
イ）水害ハザードマップの作成・改良と周知

①想定最大規模に係る洪水浸水想定区域図を踏まえた洪水ハザードマップの作成・公表の共有
【令和3年度までに実施：気象台,振興局,佐呂間町,湧別町,北見市】
②わかりやすい洪水ハザードマップの住民への効果的な周知方法を検討調整
【令和3年度までに実施：気象台,振興局,佐呂間町,湧別町,北見市】

9

課題対応：Ｈ１,Ｈ２

① 【平成30年度から実施：振興局,気象台,
佐呂間町,湧別町,北見市】

【佐呂間町】
H30年に作成し公表。

【湧別町】
H30年度に洪水・土砂災害ハザードマップを
更新した。

【北見市】
佐呂間別川流域（北見・留辺蘂自治区）の
洪水ハザードマップを作成した。

② 【平成29年度から実施：湧別町】
【平成30年度から実施：振興局,気象台,佐呂間町,北見市】

【佐呂間町】
H3１年3月に作成し町民に全戸配布。

【湧別町】
ハザードマップを改訂した。

【北見市】
佐呂間別川流域（北見・留辺蘂自治区）の
洪水ハザードマップを作成した。

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～1)円滑かつ迅速な避難のための取組～



②平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項
ウ）まるごと・まちごとハザードマップの促進

①『まるごと・まちごとハザードマップ』の推進について検討調整
【令和3年度までに実施：気象台,振興局,佐呂間町,湧別町,北見市】

Ｉ課題対応：

10

【佐呂間町、湧別町、北見市】
まるまちハザードマップの検討を行った。

① 【平成29年度から実施：湧別町】
【平成30年度から実施：振興局,気象台,佐呂間町,北見市】

まるごと・まちごとハザードマップ
標識設置イメージ図

まるごとまちごとハザードマップ
実施の手引き（第２版）（国土交通省）より

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～1)円滑かつ迅速な避難のための取組～



②平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項
エ）住民、関係機関が連携した避難訓練等の充実

①避難訓練の実施状況や実施予定の共有及び住民等や多様な関係機関が連携した避難訓練の検討調整
【令和3年度までに実施：網走開建,気象台,振興局,自衛隊,北海道警察,佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】

11

Ｊ課題対応：

① 【平成29年度から実施：網走開建,振興局,気象台,自衛隊,北海道警察,佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】

【振興局】
引き続き各関係機関主催等の訓練等に参画。
防災への普及啓発を目的に、防災セミナーinオホーツクを開催。
危機対策推進幹による各種訓練の企画・立案等の支援を行った。
【気象台】
北見市主催の防災訓練においてパネル展示を行った。
湧別町主催の防災訓練に参画した。
【北海道警察及び遠軽警察署】
各関係機関主催の訓練等に参画。
浸水危険箇所の更新に合わせて「災害整備計画」を更新する。
【佐呂間町】
啓発記事や広報誌のHPへの掲載を継続。
関係機関や民間企業を交えた総合防災訓練の実施検討。
【湧別町】
啓発記事や広報誌のHPへの掲載を継続。
防災関係機関との避難訓練の協力・支援を行った。
関係機関主催の訓練等に参画。
【北見市】
引き続き総合防災訓練を実施。
【北見消防】
関係機関主催の訓練等に参画。

【湧別町】 『北海道シェイクアウト』訓練状況

【遠軽消防】
湧別町で行われた自治会・自主防災組織を中心に学校や企業
など地域が一体となった避難訓練に参加。
避難後の被災者の応急手当の普及啓発を行った。 【北見市】 総合防災訓練状況

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～1)円滑かつ迅速な避難のための取組～

防災セミナーinオホーツク
案内



②平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項
オ）防災教育の促進

Ｋ

12

課題対応：

①防災教育の実施を拡大する方策等に関する取組について
【令和3年度までに実施：網走開建,気象台,振興局,自衛隊,北海道警察,佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】

① 【平成29年度から実施：網走開建,振興局,気象台,自衛隊,北海道警察,佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】

【振興局】
「1日防災学校」の実施を推進し、地域コミュニティの核となる場
である学校を活用し防災に関する教育の普及推進を図った。

【気象台】
必要に応じ市町が行う取組について協力した。湧別町の「1日防災学校」
に参画した。

【北海道警察及び遠軽警察署】
必要に応じ市町が行う取組について協力。小中学校に対する防災教育の実施。

【湧別町】
防災出前講座を継続して実施した。

【北見市】
引き続き出前講座を実施。

防災出前講座（湧別町）

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～1)円滑かつ迅速な避難のための取組～

１日防災学校（湧別町）



③円滑かつ迅速な避難に資する施設等の整備に関する事項
ア）危機管理水位計等の整備

①危機管理型水位計の配置計画の検討調整
【令和3年度までに実施：振興局,湧別町,北見市】
②河川監視用カメラの配置計画の検討調整
【令和3年度までに実施：振興局,湧別町,北見市】

13

課題対応：Ｌ１,Ｌ２

① 【平成29年度から実施：振興局】
【平成30年度から実施：湧別町、北見市】

【振興局】
水害危険性などから早急に配置が必要な河川
について、危機管理型水位計の設置を検討。
（R１年より設置開始）

【湧別町】
湧別川水系中土場川に危機管理型水位計が
設置された。

【北見市】
水位計設置について関係機関と協議・検討を
行った。

② 【平成30年度から実施：振興局、湧別町、北見市】

【振興局】
監視カメラ設置について、関係市町と協議・検討を
行った。

【湧別町、北見市】
監視カメラ設置について、関係機関と協議・検討を
行った。

危機管理型水位計 設置イメージ
（国土交通省資料）より

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～1)円滑かつ迅速な避難のための取組～

危機管理型水位計 設置イメージ
(試験設置状況）



③円滑かつ迅速な避難に資する施設等の整備に関する事項
イ）危機管理型ハード対策の実施

①危機管理型ハード対策の整備箇所を共有（堤防天端舗装）
【令和3年度までに実施：振興局】

Ｍ課題対応：

14

① 【平成29年度から実施：振興局】

【振興局】
令和3年度までに重要水防区間における堤防天端の保護箇所の検討。

芭露川 芭露川

芭露川にて計画

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～1)円滑かつ迅速な避難のための取組～



③円滑かつ迅速な避難に資する施設等の整備に関する事項
ウ）河川防災ステーション等の整備
エ）避難場所、避難経路の整備

①ブロック・土砂等の備蓄場について、設置位置及び規模等の検討調整
【令和3年度までに実施：振興局,自衛隊,佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】
②避難場所、避難経路の整備について河川工事等の土砂を有効活用するなど検討調整
【令和3年度までに実施：佐呂間町,湧別町,北見市】

15

課題対応： Ｎ,Ｏ

【振興局】
佐呂間別川水系の水防資材備蓄基地設置について検討。
【自衛隊】
防災整備品を計画的に整備した。
【佐呂間町】
備蓄資材保管庫及び各避難所への備蓄を継続して行った。
河川管理者の必要に応じて、土地の貸与を含めた提供を調整。
【湧別町】
備蓄資材保管庫及び各避難所への
備蓄を継続して行った。
自営排水ポンプを購入・設置した。
出水状況及び被災状況等の把握
のためUAVの導入と職員による
操作訓練を実施した。
【北見市】
災害用備蓄品の充実を図った。
【遠軽消防、北見消防】
関係機関で整備した水防資機材に関し実働部隊となる消防職・団員への情報共有を図った。

① 【平成29年度から実施：自衛隊、佐呂間町、湧別町、北見市】
【平成30年度から実施：振興局、遠軽消防、北見消防】

【湧別町】 UAV操作訓練状況

防災資材備蓄整備イメージ図

② 【平成30年度から実施：佐呂間町、湧別町、北見市】

【佐呂間町、北見市】
避難計画の結果によって、状況に応じて検討。

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～1)円滑かつ迅速な避難のための取組～



①水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項
ア）重要水防箇所の確認
イ）水防資機材の整備等

①出水期前の重要水防箇所の確認及び関係者による共同点検等の実施について検討調整
【令和3年度までに実施：振興局,佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】
②水防資機材の配置について情報を共有するとともに、整備や洪水時の相互応援について検討調整
【令和3年度までに実施：振興局,自衛隊,佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】
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課題対応：Ｐ,Ｑ

【振興局】
道管理河川の共同点検に向けた実施方針について
検討。
道独自により河川パトロールを実施。

【湧別町】
芭露川の重要水防箇所の点検箇所及び方法
について内部検討を行った。

① 【平成29年度から実施：振興局】
【平成30年度から実施：佐呂間町、湧別町、北見市、

遠軽消防、北見消防】

② 【平成29年度から実施：振興局、自衛隊、佐呂間町、
湧別町、北見市、北見消防】

【平成30年度から実施：遠軽消防】

【振興局】
関係機関の保有状況（数や保管場所）を必要に応じ更新し、情報
を共有。

【自衛隊】
人名救助システム（水害用）の整備及び取扱い訓練を実施。
水防資機材等の保有状況（数や保管場所）の詳細を共有。

【佐呂間町、湧別町、北見市】
資料整理への協力と情報共有を図った。

【遠軽消防】
水防資機材の保有状況（数や保管場所）の詳細を共有した。

【北見消防】
資料整理への協力を共有を図った。引き続き、資機材等の保有
状況の確認と情報共有及び点検を実施。

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～2)的確な水防活動のための取組～



①水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項
ウ）水防訓練の充実

①関係機関、住民等の参加等による実践的な水防訓練について検討調整
【令和3年度までに実施：網走開建,気象台,振興局,自衛隊,北海道警察,佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】
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課題対応 ：Ｒ

【北海道警察】
引き続き各関係機関主催の訓練等に参画。

【佐呂間町】
関係機関や民間企業を交えた総合防災訓練の実施検討。

【湧別町】
総合防災訓練の実施に向けた内部検討を行った。

【北見市】
引き続き総合防災訓練を実施。

① 【平成29年度から実施：振興局、気象台、自衛隊、北海道警察、湧別町、北見市、遠軽消防、北見消防】
【平成30年度から実施：網走開建、佐呂間町】

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～2)的確な水防活動のための取組～



①水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項
エ）水防に関する広報の充実
オ）水防団間での連携、協力に関する検討

①水防に関する広報の取組状況・予定及び先進事例を踏まえた広報について検討調整
【令和3年度までに実施：振興局,佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】
②各水防団間の情報を共有し、洪水時の連携・協力について検討調整
【令和3年度までに実施：遠軽消防,北見消防】
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課題対応：Ｓ,Ｔ

① 【平成29年度から実施：振興局、佐呂間町、湧別町、
北見市、遠軽消防、北見消防】

【振興局】
引き続き、水防団確保のための取組みを実施。
【佐呂間町、湧別町】
水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポスタ
ー掲示やパンフレット配布を継続的に実施。
町新人職員の積極的な入団促進。

【北見市】
引き続き継続実施。
【遠軽消防、北見消防】
水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポスター掲示やパン
フレット配布を継続的に実施。

② 【平成29年度から実施：遠軽消防、北見消防】

【遠軽消防】
分団間の連携と隣接消防団との協力体制の構築へ向けた
訓練の実施を検討。

【北見消防】
引き続き連携訓練等を実施。

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～2)的確な水防活動のための取組～



②市町村庁舎や災害拠点病院等の自衛水防の推進に関する事項
ア）災害拠点病院等の施設管理者への情報伝達の充実
イ）洪水時の市町村庁舎等における機能確保のための対策の充実

①災害拠点病院等の立地状況の確認や、施設管理者等に対する洪水時の確実な情報伝達の方法について検討調整
【令和3年度までに実施：佐呂間町,湧別町,遠軽消防,北見消防】
②市町村庁舎等における洪水時の浸水被害を確認し、機能を確保するための必要な対策の検討調整
（耐水化、非常用電源等の整備等）
【令和3年度までに実施：佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防】
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課題対応： Ｕ,Ｖ

① 【平成30年度から実施：佐呂間町、湧別町、
遠軽消防、北見消防】

【佐呂間町】
施設管理者と検討調整。

【遠軽消防、北見消防】
災害拠点病院との連絡体制の構築を検討。

② 【平成29年度から実施：佐呂間町、湧別町】
【平成30年度から実施：北見市、遠軽消防】

【佐呂間町】
防災行政無線更新（デジタル化R04.11末まで）引き続き検討を行った。
防災拠点施設における自家発電機等改良検討を行った。
防災拠点代替施設の指定を含む業務継続計画（BCP)を策定。

【湧別町】
防災行政無線更新（デジタル化R04.11末まで）に向けた基本設計を行った。
防災拠点施設における自家発電機等の改良検討を行った。
防災拠点代替施設の指定を含む業務継続計画（BCP)策定を検討した。
施設統廃合ワーキング・グループを設置した。

【北見市】
アナログ以外の防災行政無線の整備を検討した。

【遠軽消防】
非常用電源更新時に対策を検討。

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～2)的確な水防活動のための取組～



①氾濫水の排水、施設運用等に関する事項
ア）排水施設、排水資機材の運用方法の改善及び排水施設の整備等

①排水施設・資機材の情報を共有し、管理者間の連絡体制を構築すると共に、排水施設等の運用方法について検討・調整
【令和3年度までに実施：網走開建,振興局,自衛隊,佐呂間町,湧別町,北見市,遠軽消防,北見消防】
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Ｗ課題対応：

① 【平成29年度から実施：網走開建、佐呂間町、湧別町、遠軽消防】
【平成30年度から実施：振興局、自衛隊、北見市、北見消防】

【網走開建】
流域外の関係機関を含め、排水訓練を幅広に案内し継続的に実施した。
【振興局】
過去の内水被害箇所を共有し排水作業に必要なスペース確保を検討。
排水活動を行うスペースの整備検討。
関係機関で実施する排水訓練等に参画。
【自衛隊】
情報の共有を図った。
【佐呂間町、北見市、北見消防】
情報の共有を行った。必要な資機材の配備検討を行った。
【湧別町】
情報の共有を行った。必要な資機材の配備検討を行った。
排水用水中ポンプ3基（8インチ11ｋｗ）を整備した
【遠軽消防】
人事異動に伴う連絡体制の再確認と情報共有を行った。
消防車両整備計画に基づき、消防署佐呂間出張所配備
の消防ポンプ自動車を更新配備した。
排水ポンプ車を使用した災害対策機械訓練に参画した。

水中ポンプ3基整備（湧別町）

渚滑防災訓練状況

遠軽消防の消防車

他河川排水ピット

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～3)氾濫水の排水、浸水被害軽減に関する取組～
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①氾濫水の排水、施設運用等に関する事項
イ）洪水を未然に防ぐ対策 ※河川改修や維持対応等のハード対策

①河川管理者によるハード整備や河道の維持管理状況についての情報共有
【令和3年度までに実施：振興局】

Ｘ課題対応：

【振興局】
引き続き河川改修事業を促進し、越水、溢水リスクを
低減させる整備を行った。
（佐呂間別川、仁倉川、小野の沢川、芭露川にて河川整備）

① 【平成29年度から実施：振興局】

佐呂間別川 仁倉川

小野の沢川

芭露川

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～3)氾濫水の排水、浸水被害軽減に関する取組～
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①その他
ア）災害時及び災害復旧に対する支援強化
イ）災害情報の共有体制の強化

①国が実施する研修・訓練への参画や、人材育成及び相互支援体制の強化を図るための方策について検討調整
【令和3年度までに実施：網走開建,振興局,自衛隊,佐呂間町,北見市】
②災害情報の共有体制を強化するため、共有方策等についての検討調整
【令和3年度までに実施：網走開建,振興局】

課題対応：Ｙ,Ｚ

① 【平成29年度から実施：網走開建、振興局、北見市】
【平成30年度から実施：自衛隊、佐呂間町】

【振興局】
国の研修・訓練に参加する機会がなかった。危機対策推
進幹による市町への各種業務支援を行った。

【北見市】
災害時協定先との運営訓練の実施。

② 【平成29年度から実施：網走開建、振興局】

【網走開建】
光ケーブルの接続支援要請はなかったが、引き続き、
情報共有を行った。

【振興局】
北海道防災地図を利用しての運用はR1以降を予定。

フォローアップ(Ｈ30年度)取組状況 ～4)その他～



令和１年度以降の取組内容

資料‐３
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平成30年度の実施状況

避難勧告等の発令にかかる基準の⾒直し

・避難勧告⽔位等について関係機関と協

議検討 （振興局）
・地域防災計画の⾒直し・検討

（湧別町、北⾒市）
・佐呂間別川、芭露川にてタイムライン

の試⾏運⽤開始 （振興局）
・タイムラインの⾒直しを検討

（佐呂間町、湧別町、北⾒市）

避難勧告等の発令にかかる基準の⾒直し
避難勧告等の発令にかかる基準の⾒直し

・必要に応じてマニュアルなどの検証・
⾒直し （佐呂間町、湧別町、北⾒市）
・タイムラインの⾒直し

（振興局、佐呂間町、北⾒市）
・タイムラインの作成

（遠軽・北⾒消防）

情報伝達・避難計画等に関すること

・メール配信サービス等による情報伝達
（佐呂間町、湧別町、遠軽・北⾒消防）
・隣接⾃治体の避難場所の把握

（遠軽・北⾒消防）
・洪⽔氾濫危険区域図・要配慮者利⽤施
設位置図を提⽰ （振興局）

住⺠等への周知や訓練に関すること

・ハザードマップの作成・更新
（佐呂間町、湧別町、北⾒市）

・各種防災訓練の実施・参画
（振興局、気象台、警察、湧別町、
北⾒市、遠軽・北⾒消防）

・１⽇防災学校・出前講座を実施
（振興局・気象台・湧別町・北⾒市）

⽔防活動に関すること

・防災訓練・連携訓練を実施
（北⾒市・北⾒消防）

・⽔防団確保のために広報、ポスター提
⽰等を継続的に実施
（振興局・佐呂間町、湧別町、北⾒市、
遠軽・北⾒消防）

令和元年度以降の取組 ５ヶ年計画後の⽬標

情報伝達・避難計画等に関すること

・危機管理型⽔位計を設置 （振興局）
・⾃主防災組織の結成促進、メール配信
サービスの利⽤促進、名簿情報の提供

（佐呂間町、湧別町、北⾒市）
・隣接⾃治体と広域避難計画の検討

（佐呂間町、湧別町、北⾒市）
・想定最⼤規模洪⽔の要配慮者利⽤施設
避難確保計画の作成、避難訓練の実施

（佐呂間町、湧別町、北⾒市）

住⺠等への周知や訓練に関すること

・ハザードマップを全⼾配布
（湧別町、北⾒市）

・引続き各種防災訓練の実施・参画
（全ての機関）

・引続き１⽇防災学校・出前講座を実施
または市町の取組に協⼒

（全ての機関）

⽔防活動に関すること

・防災訓練の実施・参画
（全ての機関）

・引続き⽔防団確保のために広報、ポ
スター提⽰等を継続的に実施
（振興局・佐呂間町、湧別町、北⾒市、
遠軽・北⾒消防）

情報伝達・避難計画等に関すること

住⺠等への周知や訓練に関すること

⽔防活動に関すること

・迅速かつ確実な避難⾏動を促す多機
関連携型タイムラインの作成、周知及
び情報共有と、それに基づく関係機関、
消防団、⾃主防災組織等が連携した各

種訓練や防災教育などの実施

・危機管理型⽔位計の設置、メール配
信サービスの利⽤促進等により、住⺠
の避難⾏動及び関係機関による避難⾏

動の⽀援を円滑化
・要配慮者利⽤施設避難確保計画の作

成・訓練による迅速な避難体制の構築

・防災ハザードマップ、まるまちハ
ザードマップを活⽤し、住⺠等への防
災教育、出前講座等により、円滑かつ

迅速な避難の促進

・⽔防活動の効率化・⽔防体制の強化
・洪⽔時における、関係機関による住

⺠の円滑な避難⾏動を⽀援
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主な平成30年度の取組、令和元年度以降の取組、５ヶ年計画後の目標（ソフト対策）



主な平成30年度の取組、令和元年度以降の取組、５ヶ年計画後の目標（ハード対策）

平成30年度の実施状況

避難にあたっての施設整備に関すること

・危機管理型⽔位計の設置を検討
（振興局）

・湧別川⽔系中⼟場川に危機管理型⽔位
計を設置（他⽔系） （湧別町）
・監視カメラ設置について関係機関と協
議・検討 （振興局、湧別町、北⾒市）
・重要⽔防区間の堤防天端舗装の検討

（振興局）

避難にあたっての施設整備に関すること

避難にあたっての施設整備に関すること・危機管理型⽔位計を設置
（振興局）

・⽔位計設置、監視カメラ設置について
引き続き関係機関と協議・検討

（湧別町、北⾒市）
・重要⽔防区間の堤防天端舗装の実施

（振興局）

⽔防活動に関すること

・⾃営排⽔ポンプの購⼊・設置
（湧別町）

・防災備蓄資材の継続的な整備
（⾃衛隊・佐呂間町・湧別町・北⾒市）
・消防ポンプ⾃動⾞を更新（遠軽消防）
・必要な資機材の配備検討
（佐呂間町、湧別町、北⾒市、遠軽消防、
北⾒消防）

庁舎等の機能確保

・災害拠点病院と連絡体制の構築を検討
（遠軽・北⾒消防）

・防災⾏政無線更新について検討
（佐呂間町、湧別町、北⾒市）

・防災拠点施設の⾃家発電機等の改良検
討 （佐呂間町、湧別町）

洪⽔を未然に防ぐ対策

・河川改修事業を促進し、越⽔・溢⽔リ
スクを低減させる整備を実施
（佐呂間別川、仁倉川、⼩野の沢川、芭
露川） （振興局）

令和元年度以降の取組 ５ヶ年計画後の⽬標

⽔防活動に関すること

・⽔防資材備蓄基地設置の検討・設置
（振興局）

・排⽔⽤⽔中ポンプを追加整備
（湧別町）

・引続き防災備蓄資材の継続的な整備
（⾃衛隊・佐呂間町・湧別町・北⾒市）
・情報の共有、必要な資機材の配備検討
（⾃衛隊、佐呂間町、湧別町、北⾒市、
遠軽・北⾒消防）

庁舎等の機能確保

・洪⽔時の情報伝達⽅法について施設管
理者と検討調整 （佐呂間町、湧別町）
・防災⾏政無線（デジタル化）の更新
・防災拠点施設における⾃家発電機の改
良検討 （佐呂間町、湧別町）
・アナログ以外の防災⾏政無線の整備検
討 （北⾒市）

洪⽔を未然に防ぐ対策

・引き続き河川整備事業を促進し、越⽔、
溢⽔リスクを低減させる整備を⾏う

（振興局）

⽔防活動に関すること

庁舎等の機能確保

洪⽔を未然に防ぐ対策

・洪⽔に備えて、設置した危機管理型
⽔位計、⽔位計、監視カメラを有効活
⽤し、監視体制の強化を図り、円滑で
迅速な避難体制を確保する

・社会活動の早期復旧のための効率的・
効果的なに氾濫⽔を速やかに排⽔可能と

なる体制の整備

・災害時の防災拠点となる、庁舎等の機
能を確保することにより、確実な⽔防活

動を確保する

・河川整備事業を促進することにより、
浸⽔被害軽減を図る
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